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２月の交通事故の特徴

凍結路面での事故が最多

交通事故防止のポイント

追突の事故が多い

気温０℃以上でも凍結

余裕がないと、あせりから、速度の出し過ぎや乱

暴な運転操作になりやすく、交通事故にもつなが

ります。事前に天気をチェックし、早めの出発を

心がけましょう。

月別・凍結路面の人身事故件数

急のつく運転の禁止

急発進、急ブレーキ、急ハンドルはスリップの原

因となります。「急」のつく運転はやめましょう。

例年２月初旬までは厳しい寒さが続き、朝晩は氷点下近くになる日もあります。

以下のポイントに注意して、交通事故を防ぎましょう。

過去５年間(R２～R６)の県内発生交通事故統計データより

23
（件）

（月）

23件 追突
17件
(74％)

出合頭
3件
(13％)

その他
3件
(13％)

気温よりも路面の温度は低くなります。特に橋の

上やトンネルの出入口は風通しがよく、気温より

温度は低くなります。気温が０℃に近い日は凍結

を考えた運転をしましょう。
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車間距離を
２倍以上とる

凍結路面は乾燥した路面に比べて制動距離が大幅

に伸びます。車間距離は普段より２倍以上とり、

速度を落として運転してください。

ゆとりを持った行動を


